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謹賀新年



　

皆
さ
ま
に
は
、
新
し
い
年
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
Ｊ
Ａ
事
業
に
対
し
ま
し
て
格
別
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
元
日
、
石
川
県
能
登
半
島
沖
を
震
源
と
す
る
地
震
と
津
波
に
よ
り
、
能
登

地
方
を
中
心
と
す
る
石
川
県
内
は
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
復
興
半
ば
の
９
月

に
は
豪
雨
に
よ
る
災
害
に
見
舞
わ
れ
、
被
災
地
の
皆
さ
ま
は
、
心
身
と
も
に
困
難
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
一
年
だ
っ
た
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。
当
Ｊ
Ａ
も
復
興
の
一
助
と
な

る
よ
う
、
各
農
産
物
直
売
所
で
石
川
県
能
登
地
方
の
加
工
品
の
販
売
や
、
役
職
員
一

丸
と
な
り
支
援
金
を
募
る
な
ど
、
微
力
な
が
ら
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
お
亡
く
な

り
に
な
ら
れ
た
方
々
に
謹
ん
で
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た

皆
さ
ま
が
、
一
日
も
早
く
日
常
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
で
は
、
急
激
な
円
安
の
影
響
を
受
け
、
食
料
を
は
じ
め
燃

料
や
電
気
料
、
生
産
資
材
の
価
格
の
高
騰
が
続
き
、
我
が
国
の
食
料
安
定
保
障
リ
ス

ク
や
、
厳
し
い
農
業
経
営
の
実
態
が
改
め
て
顕
在
化
し
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、当
Ｊ
Ａ
は
「
農
業
者
の
所
得
増
大
」、「
農
業
生
産
の
拡
大
」、「
地

域
の
活
性
化
」
の
実
現
に
向
け
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
７
月
に
は
川
里
地
区
に
新
た
に
女
性
部
が
誕
生
し
、
仲
間
が
増
え
た
こ

と
で
Ｊ
Ａ
女
性
組
織
が
強
化
さ
れ
、
事
業
の
活
性
化
に
繋
が
り
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
は
、
水
稲
の
高
温
に
よ
る
害
虫
の
大
量
発
生
を
見
越
し
た
、
イ
ネ
カ
メ

ム
シ
防
除
地
区
の
拡
大
、
令
和
８
年
に
一
般
栽
培
を
目
指
す
、
高
温
耐
性
の
あ
る
水

稲
新
品
種
「
え
み
ほ
こ
ろ
」
の
採
種
ほ
場
の
拡
大
な
ど
、
ほ
く
さ
い
地
域
の
米
を
守

る
べ
く
取
り
組
む
所
存
で
す
。

　

ま
た
、
本
年
は
国
連
本
会
議
で
採
択
さ
れ
た
国
際
協
同
組
合
年
で
す
。
協
同
組
合

は
、
自
発
的
に
手
を
結
ん
だ
人
び
と
（
組
合
員
）
が
、
事
業
体
（
Ｊ
Ａ
）
を
通
じ
て
、

共
通
の
経
済
的
・
社
会
的
・
文
化
的
な
ニ
ー
ズ
と
願
い
を
叶
え
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
こ
の
定
義
を
踏
ま
え
、
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
は
今
年
、「
組
合
員
・
地
域
と

と
も
に
食
と
農
を
支
え
る
協
同
の
力
～
協
同
活
動
と
総
合
事
業
の
好
循
環
～
」
を
旗

印
に
、「
持
続
可
能
な
農
業
」
と
「
豊
か
で
く
ら
し
や
す
い
地
域
共
生
社
会
」、「
協

同
組
合
と
し
て
の
役
割
の
発
揮
」
を
実
現
す
る
た
め
、
組
合
員
・
担
い
手
・
地
域
の

利
用
者
と
の
対
話
を
通
じ
て
引
き
続
き
、
自
己
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

農
業
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
資
金
供
給
、
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
る
事
務
の
効
率
化
、

「
ひ
と
・
い
え
・
く
る
ま
・
農
業
の
総
合
保
障
」
の
提
供
を
通
じ
て
、
組
合
員
・
利

用
者
の
豊
か
な
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
少
年
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の

協
賛
や
子
ど
も
食
堂
へ
の
米
の
寄
贈
、
高
齢
者
と
ふ
れ
あ
う
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を

継
続
し
、
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
農
協
事
業
の
情
報
発
信
に
努
め
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
活
動
を
と
お
し
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
「
我
が
農
協
」
と
愛
さ
れ
、
地

域
に
必
要
と
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
を
目
指
し
、
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
実
り
多
き
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

謹
ん
で

　　　新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

代
表
理
事
組
合
長
　

大
　
塚
　
　
　
宏

❷



11
月
28
日
の
議
案

①
上
半
期
監
事
監
査
報
告
に
つ
い

て
②
上
半
期
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー

誌
の
作
成
に
つ
い
て

③
職
員
へ
の
年
末
賞
与
の
支
給
に

つ
い
て

全
議
案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
で
は
毎
月
、
本
店
、
行
田

中
央
支
店
、
加
須
中
央
支
店
と
会

場
を
移
し
て
土
地
・
建
物
や
税
務
・

法
律
に
関
す
る
無
料
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

幅
広
い
内
容
の
相
談
に
応
じ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
ご
相
談
の
あ
る
方

は
事
前
の
予
約
を
お
願
い
致
し
ま

す
。

〈
日
時
〉　
２
月
３
日
㈪

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
よ
り

※
相
談
時
間
は
１
人
30
分
で
す
。

〈
場
所
〉　
Ｊ
Ａ
行
田
中
央
支
店

理
事
会
か
ら

〈
ご
予
約
窓
口
〉

Ｊ
Ａ
本
店
資
産
管
理
課

（
☎
０
４
８

－

５
６
３

－

３
０
０
０
）

ま
た
は
各
支
店
窓
口
へ

　
Ｊ
Ａ
埼
玉
県
中
央
会
と
Ｊ
Ａ
埼

玉
県
農
政
対
策
委
員
会
が
主
催
す

る
「
ご
は
ん
・
お
米
と
わ
た
し
」

作
文
・
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞

者
が
発
表
に
な
り
ま
し
た
。
管
内

の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

作
文
の
部

◎
埼
玉
県
農
協
農
政
対
策
委
員
会
委
員
長
賞

　

加
須
市
立
騎
西
小
学
校
５
年

荒
木　

悠
冴

◎
埼
玉
県
学
校
給
食
会
理
事
長
賞

　

加
須
市
立
三
俣
小
学
校
２
年

村
木　

大
峨

◎
優
秀
賞

　
加
須
市
立
北
川
辺
東
小
学
校
１
年

江
田　

創
有

　

加
須
市
立
三
俣
小
学
校
３
年

武
藤　

咲
久

　

行
田
市
立
長
野
中
学
校
２
年

阿
部　

大
雅

図
画
の
部

◎
知
事
賞

　

加
須
市
立
加
須
小
学
校
５
年

松
本
倫
太
朗

◎
埼
玉
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会
会
長
賞

　

行
田
市
立
西
中
学
校
１
年

巣
瀬
ひ
よ
り

◎
埼
玉
県
学
校
給
食
会
理
事
長
賞

　

羽
生
市
立
須
影
小
学
校
２
年

関
口　

彩
巴

◎
優
秀
賞

　

行
田
市
立
桜
ケ
丘
小
学
校
１
年

中
澤　

翔
太

　

加
須
市
立
種
足
小
学
校
６
年

小
寺　

穂
波

　

加
須
市
立
花
崎
北
小
学
校
６
年

石
川　

颯
真

☆
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品

（
優
秀
賞
を
除
く
）
は
、「
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
さ
い
た
ま
」
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

第
68
回
「
Ｊ
Ａ
共
済
小
・
中
学

生
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
入
賞
者

が
発
表
に
な
り
ま
し
た
。
管
内
の

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

半
紙
の
部

◎
ほ
く
さ
い
農
業
協
同
組
合
長
賞

　
羽
生
市
立
三
田
ケ
谷
小
学
校
４
年

金
子　
　

葵

税
務
法
律
相
談

２
月
３
日
に
行
田
中
央
支
店
で
開
催

第
49
回「
ご
は
ん・お
米
と
わ
た
し
」

作
文・図
画
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
発
表

◎
金
賞

　

行
田
市
立
桜
ケ
丘
小
学
校
１
年

野
口　

莉
暖

　

行
田
市
立
泉
小
学
校
３
年

高
橋　

杏
奈

　
羽
生
市
立
三
田
ケ
谷
小
学
校
４
年

金
子　
　

葵

◎
銀
賞

　

羽
生
市
立
岩
瀬
小
学
校
６
年

加
藤　

さ
ら

◎
銅
賞

　

行
田
市
立
下
忍
小
学
校
３
年

清
水　

千
尋

　

行
田
市
立
長
野
中
学
校
２
年

渡
辺　

愛
乃

◎
佳
作

　
羽
生
市
立
井
泉
小
学
校
２
年

見
ル
野
咲
七

　

行
田
市
立
南
河
原
小
学
校
３
年

野
口　

莉
央

　

行
田
市
立
泉
小
学
校
４
年

奥
村
百
々
花

　

行
田
市
立
西
中
学
校
１
年

髙
橋　

里
奈

条
幅
の
部

◎
特
賞
（
テ
レ
玉
賞
）

　

羽
生
市
立
岩
瀬
小
学
校
２
年

笠
原
ほ
た
る

◎
特
賞（
埼
玉
県
農
協
福
祉
事
業
団
賞
）

　

羽
生
市
立
川
俣
小
学
校
１
年

今
西　

美
尊

◎
銀
賞

　

行
田
市
立
桜
ケ
丘
小
学
校
１
年

大
久
保
世
和

　

行
田
市
立
西
小
学
校
４
年

菊
地　

璃
夢

　

行
田
市
立
西
小
学
校
６
年

菊
地　

咲
夢

　

行
田
市
立
西
中
学
校
１
年

池
端　

咲
奈

　

行
田
市
立
西
中
学
校
３
年

井
草　

瑚
子

◎
銅
賞

　
加
須
市
立
大
利
根
東
小
学
校
１
年

富
田　
　

葵

　

行
田
市
立
西
小
学
校
３
年

徳
田　

帆
海

　

行
田
市
立
西
小
学
校
５
年

小
林　

彩
鈴

　

行
田
市
立
長
野
中
学
校
３
年

松
本　

心
音

◎
佳
作

　

羽
生
市
立
羽
生
南
小
学
校
１
年

駒
宮　

那
南

　

行
田
市
立
西
小
学
校
２
年

井
草　

佳
子

　

行
田
市
立
忍
小
学
校
４
年

中
野　

晴
太

　

行
田
市
立
北
小
学
校
６
年

松
本　

百
果

　

羽
生
市
立
東
中
学
校
２
年

平
井　

結
稀

第
68
回
Ｊ
Ａ
共
済

書
道
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
発
表

❻



田
終
ひ
の
最
後
に
案
山
子
積
み
帰
る　
　
　

羽　

生　

多
田
千
代
子

玉
砂
利
の
一
歩
一
歩
の
淑
気
か
な　
　
　
　

大
利
根　

野
口　

勇
一

寒
鯉
の
重
心
正
す
ひ
と
ゆ
ら
ぎ　
　
　
　
　

騎　

西　

持
塚　

悦
夫

寒
月
や
猫
の
夜
遊
び
忍
者
め
く　
　
　
　
　

行　

田　

荒
井　

王
子

穭
田
の
黄
金
の
揺
れ
が
語
り
出
す　
　
　
　

北
川
辺　

江
田
尚
可
子

大
初
日
大
地
ご
ろ
り
と
傾
き
ぬ　
　
　
　
　

行　

田　

須
加　

信
子

朝
市
の
客
来
る
ま
で
の
懐
手　
　
　
　
　
　
　

〃　
　

荻
原　

増
夫

万
葉
の
歌
碑
傾
き
て
石
蕗
の
花　
　
　
　
　

川　

里　

黒
巣　

友
子

初
暦
吊
る
し
て
夢
を
膨
ら
ま
す　
　
　
　
　

加　

須　

田
口　

悦
子

意
の
ま
ま
に
事
の
運
ば
ぬ
日
の
短
か　
　
　

川　

里　

井
上
美
智
子

青
春
の
思
い
ゆ
ら
ゆ
ら
冬
の
ば
ら　
　
　
　

騎　

西　

田
沼　

絹
子

縁
起
飴
添
へ
て
子
等
へ
の
お
年
玉　
　
　
　

羽　

生　

長
瀬　

三
男

秋
深
き
読
む
べ
い
書
く
べ
い
話
す
べ
い　
　
　

〃　
　

平
井　

昭
政

懐
か
し
き
人
と
出
会
ふ
や
文
化
祭　
　
　
　

加　

須　

野
中　

栄
子

着
ぶ
く
れ
て
何
も
無
き
道
つ
ま
づ
き
ぬ　
　

川　

里　

木
暮　

浅
代

惣
領
が
搗
き
手
母
ち
ゃ
ん
が
返
し
手　
　
　

行　

田　

永
沼
規
美
雄

初
詣
聖
天
ず
し
に
並
び
け
り　
　
　
　
　
　

羽　

生　

樋
口
登
美
子

馬
齢
積
み
な
ほ
も
明
日
へ
と
年
迎
ふ　
　
　

加　

須　

松
永　

喜
芳

亡
き
姉
の
足
跡
訪
ね
菊
の
花　
　
　
　
　
　

行　

田　

生
田
さ
な
え

庭
の
柿
幾
重
の
鳴
き
声
日
の
出
前　
　
　
　

加　

須　

田
島　

許
子

米
寿
明
け
無
事
を
祈
っ
て
初
日
待
つ　
　
　
　

〃　
　

内
田
喜
代
子

剪
定
や
た
ち
ま
ち
高
き
枝
の
山　
　
　
　
　

羽　

生　

木
本　

政
秋

※
３
月
号
へ
の
投
句
は
、
１
月
24
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
３
４
８
︱

８
５
１
３ 

Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
営
農
支
援
課
（
住
所
不
要
）
宛
て
に
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
誌
面
の
都
合
等
に
よ
り
投
句
い
た
だ
い

た
す
べ
て
の
方
の
句
を
掲
載
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
投
句
は
折
原
野
歩
留
先
生
の
手
直
し
を

経
て
、
掲
載
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折
原
野
歩
留　

選

落
書
き
も
言
葉
の
宝
庫
去
年
今
年	

羽　

生　

五
月
女
文
子

（評）
門
や
壁
な
ど
の
書
い
て
は
い
け
な
い
場
所
に
い
た
ず
ら
書
き
を

す
る
事
を
落
書
き
と
言
う
が
、
そ
の
昔
、
時
勢
や
祭
り
ご
と
を
批

判
す
る
匿
名
の
文
書
を
人
の
目
に
触
れ
る
場
所
に
貼
っ
た
の
が
始

ま
り
と
言
う
。
作
者
は
そ
の
落
書
き
に
感
ず
る
物
を
見
つ
け
た
の

で
あ
ろ
う
。
電
子
辞
書
等
に
頼
る
今
の
世
の
中
、
落
書
き
が
言
葉

の
宝
庫
と
言
い
放
つ
。
何
と
も
複
雑
な
事
か
。

【日本農業新聞の月額購読料】
●紙版　　　　　3,100円
●電子版　　　　2,403円
●紙版+電子版　4,200円
ＪＡほくさい各営農経済センターでお申込みいただけます

令和７年度
JAほくさい正職員を募集します

【業務内容】
　総合職（JA業務全般）、自動車センター業務、
　農機センター業務

【勤務地】
　JAほくさい管内（行田市、鴻巣市（旧川里町）、
　羽生市、加須市）

【募集人数】
　総合職3名程度、自動車センター業務1名、
　農機センター業務１名

【応募資格】
　総合職
　・来春卒業見込者（専門、短大、大学）
　・既卒者（高卒以上）
　自動車センター業務
　・要3級自動車整備士以上の資格見込者
　農機センター業務
　・農業機械整備経験あれば尚可

【応募方法】
　市販の履歴書（写真あり）と下記必要書類を同封し、
本店人事課へ郵送（簡易書留）またはご持参ください。
履歴書内に希望職種をご記入ください。（例　総合職
希望、自動車センター希望、農機センター希望）また、
封筒の表に「応募書類在中」と朱書きください。

〈必要書類〉
　・新卒：卒業見込証明書、学業成績証明書
　・既卒：職務経歴書

〈送付先〉
　〒348-8513　羽生市東７－１５－３　
　ほくさい農業協同組合　人事課

【試験日】
　令和7年2月中旬を予定しております。詳しくはHP
または下記の二次元コードよりご確認ください。

【募集期間】
　令和7年2月4日㈫まで（消印有効）
その他採用についての詳細は
こちらからご確認ください。

知りたい情報
満載
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所得税及び復興特別所得税並びに贈与税の確定申告と納税は、
令和７年３月17日㈪までです。

個人事業者の消費税及び地方消費税の確定申告と納税は、
令和７年３月31日㈪までです。

　　　　　青色決算書や収支内訳書の作成に当たっては、特に以下の点にご留意ください。
　　　　　▷農産物の販売代金について、必要経費との相殺による計上漏れはありませんか。
　　　　　▷各種補助金等の雑収入について、適正に計上されていますか。
　　　　　▷家事上の費用について、必要経費から除いてありますか。

確定申告には、ご自身のスマホ・パソコンから国税庁ホームページ「確定申告書等作成コー
ナー」を利用するe-Taxが便利です。
また、マイナポータルとe-Taxを連携（マイナポータル連携）すると、確定申告書の該当項

目が自動入力されるため、医療費やふるさと納税などの情報を1件ずつ入力する必要がなく、
書類の提出や保存も不要となり便利です。
この機会にぜひマイナポータル連携を使ったe-Taxをご利用ください。

◆スマホ申告専用画面で青色決算書や収支内訳書も作成できます。

◆所得税・個人消費税・贈与税の確定申告会場を次のとおり開設いたします。
　会　場　　行田税務署　１階事務室
　期　間　　令和７年２月17日㈪から３月17日㈪まで
　　　　　　土、日及び祝日を除きます。
　�　　　　　ただし、３月２日㈰は、熊谷税務署（熊谷市仲町41番地）で申告相談を行います。
　　　　　　３月２日㈰は、行田税務署では業務を行っておりません。
　時　間　　相談受付：午前８時30分から午後４時まで
　　　　　　相談開始：午前９時から
確定申告会場の入場には、国税庁LINE公式アカウントを通じたオンラインでの事前発行又

は当日配付（配付状況により、相談受付を終了する場合があります）する入場整理券が必要です。
確定申告会場は、マイナンバーカード方式によるスマホ申告を基本とした相談体制としてお

ります。マイナンバーカードと併せてパスワード（①署名用電子証明書用 英数字６～16桁、
②利用者証明用電子証明書用 数字４桁）を事前にご準備ください。
※令和７年１月６日㈪から２月14日㈮の期間に、行田税務署で所得税・個人消費税・
贈与税の申告相談を希望される方は、必ず事前に相談日時を電話予約してください。
※鴻巣市にお住まいの方は上尾税務署が管轄になります。上尾税務署の確定申告会場の
開設期間や閉庁日対応については、国税庁ホームページなどでご確認ください。

　　　　　 　　行田税務署　☎048-556-2123（直通）
　　　　　 　　上尾税務署　☎048-770-1800（鴻巣市にお住まいの方）

国税庁 LINE
公式アカウント

お問合せ

▶確定申告書
等作成コー
ナー

▶マイナポー
タル連携

税務職員ふたば

❽



【
は
じ
め
に
】

　

な
し
の
重
要
病
害
と
し
て
、
黒

星
病
と
赤
星
病
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

病
気
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
把
握
し
て
、

適
正
防
除
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

【
黒
星
病
対
策
】

　
「
幸
水
」
や
「
豊
水
」
な
ど
の

赤
梨
に
発
生
し
や
す
い
病
気
で
す
。

「
葉
」
や
「
葉
柄
」
や
「
果
実
」

に
黒
い
ス
ス
が
出
て
、
最
終
的
に

は
落
葉
、
落
果
し
ま
す
。
越
冬
し

た
病
原
菌
が
翌
年
の
春
に
、
胞
子

を
飛
ば
す
こ
と
で
感
染
が
広
が
り

ま
す
。
最
も
問
題
と
な
る
の
は
果

実
の
被
害
で
、
幼
果
期
に
感
染
す

る
と
、
果
実
の
ゆ
が
み
や
裂
果
を

生
じ
ま
す
。
葉
に
は
葉
が
繁
茂
す

る
頃
、
葉
の
裏
に
黒
い
病
斑
が
発

生
し
ま
す
。

【
発
病
状
況
】

　

黒
星
病
菌
は
、
気
温
が
10
℃
前

後
に
な
る
と
活
性
化
し
、
15
℃
～

25
℃
が
発
生
適
温
で
す
。
ま
た
、

30
℃
以
上
だ
と
動
き
が
止
ま
り
ま

す
。
最
も
早
く
病
状
が
現
れ
る
の

は
春
先
で
、
芽
基
部
近
辺
に
病
斑

を
つ
く
り
ま
す
。
指
で
こ
す
る
と

黒
い
粉
が
つ
く
こ
と
で
判
定
し
ま

し
ょ
う
。「
開
花
時
期
か
ら
幼
果

期
」
と
「
梅
雨
時
期
」
は
、
特
に

黒
星
病
が
発
生
し
や
す
い
時
期
に

な
り
ま
す
。
葉
が
濡
れ
た
時
間
が

24
時
間
以
上
続
く
と
感
染
が
広
が

り
ま
す
。

【
防
除
の
ポ
イ
ン
ト
】

　

落
葉
は
、
病
原
菌
の
越
冬
場
所

（
第
一
次
伝
染
源
）
と
な
り
、
翌

年
の
春
に
胞
子
を
飛
ば
す
こ
と
で

感
染
が
広
が
り
ま
す
。
黒
星
病
が

出
た
圃
場
の
落
葉
は
、
休
眠
期
間

中
に
集
め
て
、
園
外
に
運
び
焼
却

か
埋
没
ま
た
は
ロ
ー
タ
リ
ー
耕
に

よ
り
土
中
に
埋
め
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

　

春
先
の
芽
基
部
に
病
斑
が
見
ら

れ
る
場
合
は
取
り
除
き
、
園
外
処

理
し
ま
す
。
早
め
の
摘
果
作
業
を

心
が
け
て
、
幼
果
が
密
集
し
な
い

よ
う
に
し
ま
す
。
密
集
し
た
枝
葉

を
整
理
し
て
風
通
し
が
良
い
環
境

に
し
ま
す
。
発
病
芽
基
部
の
切
除

は
、
開
花
直
前
ま
で
に
行
う
の
が

望
ま
し
い
で
す
が
、
交
配
や
摘
果

時
期
に
見
つ
け
た
場
合
で
も
切
除

す
る
と
効
果
は
高
い
で
す
。

　

化
学
薬
剤
は
、
残
効
が
長
く
て

治
療
効
果
も
見
込
め
る
D
M
I
剤

を
基
幹
防
除
剤
と
し
て
、
葉
裏
ま

で
し
っ
か
り
と
薬
液
が
付
着
す
る

よ
う
、
十
分
量
散
布
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。（
農
薬
使
用
の
際

は
ラ
ベ
ル
表
示
を
必
ず
確
認
し
て

か
ら
使
用
し
ま
し
ょ
う
）

な
し
園
付
近
の
住
民
へ
の
お
願
い

【
赤
星
病
対
策
】

　

赤
星
病
と
は
、
な
し
の
葉
や
果

実
に
赤
い
斑
点
を
生
じ
る
病
害
で

す
。
赤
星
病
に
り
病
し
た
果
実
は

販
売
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
赤
星

病
の
胞
子
は
、
な
し
と
中
間
宿
主

で
あ
る
ビ
ャ
ク
シ
ン
類
に
寄
生
し

て
、
な
し
と
ビ
ャ
ク
シ
ン
類
の
間

を
行
き
来
す
る
こ
と
で
繁
殖
し
ま

す
。

　

な
し
園
の
半
径
２
㎞
以
内
に

ビ
ャ
ク
シ
ン
類
が
無
け
れ
ば
赤
星

病
の
発
生
は
少
な
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
な
し
園
の
付

近
で
は
地
域
で
ビ
ャ
ク
シ
ン
類
を

植
栽
し
な
い
こ
と
が
重
要
に
な
り

ま
す
。

　

な
し
園
付
近
の
ご
家
庭
で
植
木

類
を
植
栽
す
る
際
に
は
、
ビ
ャ
ク

シ
ン
類
の
植
付
け
は
控
え
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

【
ビ
ャ
ク
シ
ン
類
と
は
】

•
カ
イ
ヅ
カ
イ
ブ
キ

•
タ
マ
イ
ブ
キ

•
ク
ロ
イ
ブ
キ

•
タ
チ
ビ
ャ
ク
シ
ン

•
ミ
ヤ
マ
ビ
ャ
ク
シ
ン（
し
ん
ぱ
く
）

•
ハ
イ
ビ
ャ
ク
シ
ン
（
そ
な
れ
）

•
ね
ず
（
ね
ず
み
さ
し
）

•
は
い
ね
ず
（
お
お
し
ま
は
い
ね

ず
、
み
や
ま
ね
ず
）

•
ス
カ
イ
ロ
ケ
ッ
ト

掲
載
写
真
：
「
埼
玉
の
農
作
物
病

害
虫
写
真
集
」
よ
り
引
用

加
須
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

農
業
支
援
部

☎
０
４
８
０
（
61
）
３
９
１
１

写真１：黒星病 葉柄及び葉裏病斑

写真３：赤星病 被害葉

写真２：黒星病 幼果病斑

な
し
園
を
黒
星
病
・
赤
星
病
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
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当組合ホームページでは、ニュースストーリー（10頁〜12頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

　県のブランド梨「彩玉」の出来栄えを競う共進会が８月27日にさいたま市のＪＡ全農高砂ビルで開かれ、
ＪＡほくさい管内より３名が入賞しました。埼玉県内の生産者が41点（１セット／５玉）を出品しました。
　審査は、規格が１玉680㌘以上800㌘未満で形状、色調、品質などを確認し優秀品を決めます。
　入賞者は、以下のとおりです。おめでとうございます。
埼玉県議会会長賞：加須市中種足の小川達男さん（加須市騎西梨撰果所利用組合）
埼玉県農林部長賞：加須市下崎の福島圭一さん（加須市騎西梨撰果所利用組合）
埼玉県果実連合会会長賞：加須市大桑の門井馨一さん（加須市園芸連梨部会）

大玉梨「彩玉」共進会でＪＡほくさい管内より3名入賞

賞状を手にする小川さん 賞状を手にする福島さん 賞状を手にする門井さん

　ＪＡ女性部は11月13日に、日帰り旅行に出かけました。
　女性部員、ＪＡ職員計52人が参加しました。
　参加者はグランドニッコー東京台場でランチブッフェを楽しん
だ後、有明四季劇場でミュージカル「ライオンキング」を観劇し
ました。また、２月にオープンした豊洲の新スポット「千客万来」
で買い物などを楽しみました。
　長谷川タマ子部長は「２年振りに女性部で出かけられた。初め
て観劇を取り入れたが好評だった。親睦も図れ有意義な旅行ができた」と笑顔で話していました。

　ＪＡは11月30日に羽生農産物直売所で、ＪＡ共済連埼玉県本部の地域・農業活性化積立金を活用し、初となる「鮪
の解体ショー」を開催し、約200人が見学に訪れました。
　鮪の解体ショーの他、カマやネギトロ部分をジャンケンで勝った人に振
舞い来場者を大いに沸かせました。
　同直売所で1,000円以上買い物をした利用者に鮪寿司２貫が振舞われま
した。
　同直売所の増田和正店長は「イベントは大変盛り上がり、やって良かっ
た。利用者に喜んでもらえる企画を今後も計画したい」と意気込みを語り
ました。

　加須市立不動岡小学校３年生34人が11月11日に、校外学習授業のため、
同市不動岡の岡博和さんのキュウリハウスを訪れました。
　岡さんは、ハウスに稲わらを敷き二酸化炭素の発生を促すことで、増産
が見込まれることなどを分かりやすく説明しました。また、岡さんが新鮮
なキュウリの見極めとして、キュウリを折って切断部を付けて見せ「キュ
ウリを折ってくっつけても落ちないものは新鮮だ」と説明すると児童らは
歓声を上げました。
　見学を終えた児童は「イボ立ちしたものや花付きのものが新鮮なキュウ
リの特徴だと教わったので、母に伝えたい」と話しました。

ＪＡ女性部が日帰り旅行

初！鮪の解体ショー開催

児童がキュウリ農家を見学

ランチを楽しむ女性部員の皆さん

鮪の解体ショーを見学する来場者

児童に折ったキュウリを付けて
新鮮さを教える岡さん

�



当組合ホームページでは、ニュースストーリー（10頁〜12頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

　ＪＡ年金友の会は12月３日から５日と10日から13日の計７日間、加須市むさしの村で「年金友の会会員の集い」を
開き、約1,100人が参加しました。式典・講演と歌謡ショーの２部構成で進行。第一部の式典では年金友の会支部長や
大塚宏組合長らが挨拶し、日頃のＪＡ利用への感謝を伝えました。また、管内の警察署の警察官が交通安全や特殊詐欺
について講演しました。
　２部では、角川博さんの歌謡ショーを開催。数々のヒット曲やカバー曲を熱唱しました。代表曲の「女のきもち」や
新曲の「恋泣きすずめ」が披露され、会場を盛り上げました。

　羽生資産管理友の会（三木敏男会長）は、11月15日から長野県
上諏訪温泉「渋の湯」へ１泊２日の研修へ出かけました。１日目に
昇仙峡にて紅葉の名所を見学、甲州ほうとう小作にて昼食。ホテル
到着後は会議室にて西田税理士による税務研修を受けました。２日
目は諏訪大社を参拝後、白樺湖のほとりにある池の平レイクサイド
にて昼食をとり、旬のリンゴ狩りを楽しみました。
　昇仙峡では山頂にて雲海の中に浮かぶ富士山を見ることができ、
会員は神秘的な光景に感嘆の声を上げました。三木会長は「２日間
を通して会員の方々と親睦を深めることができ、充実した県外研修
だった」と話していました。

　ＪＡほくさい女性部南河原支部は11月14日に、行田市の南河原公民館で
米粉料理教室を開きました。
　埼玉県産米の消費拡大と、米粉のＰＲが目的で、今回は行田市産の米粉を
使用しました。参加した部員は17人。
　同部の白根加久枝部長が講師になり、今が旬のサツマイモと米粉を使用し
た、米粉のサツマイモドーナツを作りました。
　蒸したサツマイモを潰し、砂糖、牛乳、ベーキングパウダーと米粉を混ぜ
合わせ、丸めて油で揚げるシンプルな料理。参加者は手際良く調理し、約60個のドーナツを作り上げました。
　白根部長は「ほくさい地域は埼玉県下一の米どころ。米をたくさん消費できるように、料理教室やイベントを通して
ＰＲしていきたい」と意気込みを語りました。

ＪＡ年金友の会会員の集い開催

資産管理友の会が県外研修旅行へ

南河原女性部が米粉料理教室

　鴻巣市の川里花き出荷協議会では、６件の会員がシクラメンを栽培しており、
10月中旬から12月中旬までシクラメンを出荷しました。
　同会員の新井功了さんは、11月鴻巣市広田のほ場約26㌃で、ガーデンシク
ラメン１万８千ポット、５寸鉢のシクラメンを９千鉢栽培しており、11月21
日は、奥様とパート従業員４人でシクラメンの出荷に追われていました。
　シクラメン作り40年の新井さんは土作りにもこだわり、赤土にバーグ堆肥
や腐葉土、パーライトを長年培った経験を基に独自の割合で配合し、ハイライ
トシリーズやアルーレなど多彩な品種のシクラメンを色鮮やかに咲かせます。
　新井さんは「冬は庭花も少なくなるので、暖かな色味のシクラメンを飾って楽しんでほしい」と話しています。

シクラメン出荷

出荷前のシクラメンを確認する新井さん

熱唱する角川博さん 式典で挨拶する大塚組合長 挨拶する年金友の会箱島登会長

三木会長（前列左から2番目）、会員の皆さんとＪＡ職員

米粉ドーナツを作る白根部長㊧と部員の皆さん
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持ち込まれた人形と祭壇の様子

賞状を手にする
大塚宏組合長㊨と
ＪＡ埼玉県中央会
坂本富雄会長

当組合ホームページでは、ニュースストーリー（10頁〜12頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

　ＪＡ年金友の会行田支部（大澤邦夫支部長）は11月12日に、行田市総合運動公園で、
グラウンド・ゴルフ大会を開きました。参加人数は56人。第18回となる今大会は天候に
も恵まれ、参加者は会員同士親睦を深めながらも真剣にプレーしていました。
　昨年に続き優勝した川口ふみさんは「運もありますが２年連続で優勝できたことは嬉し
いです。健康に気を付けて、来年も参加したい」と喜びを語りました。
　準優勝から３位は以下のとおりです。
　準優勝：山﨑宮子さん　第３位：高橋ヱイ子さん

　ＪＡは11月23日に、久喜市のＪＡアグリホールくきで「人形ぬいぐる
み供養祭」を行いました。
　午前中に来場者101組が人形とぬいぐるみ併せて1,021体を持ち込み、
午後から供養祭を執り行いました。
　当日はＮＨＫ歳末たすけあい募金活動として5,420円を寄付しました。
　指名焼香をした騎西中央支店の坂本久夫基幹支店長は「年々利用者が増
えているので、このような取り組みの必要性を感じた。これからも続けて
行きたい」と話していました。

　12月２日に加須市むさしの村で、令和６年「埼玉県　家の光
大会」が開かれました。
　ＪＡのファミリーマガジンとして組合員の皆さまにご愛読いた
だいた結果、「ちゃぐりん」８月号特別普及運動増部ＪＡとして
表彰されました。
　今後も有益な情報を発信してまいりますので、『家の光』をご
購読くださいますようお願い申しあげます。

行田地区、羽生地区で年金友の会グラウンド・ゴルフ大会開催

感謝を込めて人形ぬいぐるみ供養祭

家の光大会でＪＡが表彰されました

左から山﨑さん、川口さん、高橋さん

電源をとった
ＥＶ車

　ＪＡ年金友の会羽生支部（箱島登支部長）は11月20日に、羽生市西公園（旧
市民プール）で会員同士の親睦と交流を図ることを目的にグラウンド・ゴルフ大
会を開きました。参加人数は58人。音響の電源はＪＡのＥＶ車を使用しました。
　優勝した羽生地区の森田利勝さんは「会場は普段練習しているところ。雨の中
でのプレーでしたが、優勝できてよかったです。私のグループは男性３人が入賞
しました。良い仲間とプレーできてよかった。雨のため後日受けとった賞状を見
て家族も喜んでいました」と話しています。
　準優勝から６位は以下の通りです。
　準優勝：市村秀博さん　３位：髙橋茂司さん　４位：荒井清史さん
　５位：長谷川正子さん　６位：早川正三さん

左から髙橋さん、荒井さん、市村さん、
長谷川さん、森田さん、早川さん、箱島支部長

　ＪＡほくさいの子会社㈱ほくさいグリーンアグリは、11月20日からカリフラワーの出荷を
始めました。
　同社は令和５年からカリフラワーを栽培。手ごたえを得て、令和６年は定植機を導入し、作
付面積を令和５年の倍の50㌃としました。品種も「雪まつり」、「福月」の２品種から「寒月」
を入れ３品種に増やし、長期で収穫できるようにしました。１月下旬まで、同ＪＡ羽生農産物
直売所とＪＡ全農さいたま青果ステーションに約1,200㌜（１ケース／８個入り）を出荷します。
　同社の永沼竹彦統括マネージャーは「畑地管理の依頼が増加しており、試験的に出来の良か
ったカリフラワーの作付面積を増やした。農地を有効活用して地域に貢献したい」と意気込み
を語ります。

㈱ほくさいグリーンアグリがカリフラワー出荷

カリフラワーを箱詰めす
る永沼統括マネージャー
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ＪＡほくさいのブースで新米を販売ＪＡ埼玉県女性組織協議会のブースで
ＪＡほくさい女性部がチャリティーの豚汁を配布

11月16、17日
熊谷スポーツ
文化公園

正月用品を買う来場者

12月7日
行田農協まつり

行　田

ＪＡ職員が果物の販売

11月30日
第35回
羽生市
農業まつり

羽　生

焼き芋と農協商品の販売

玉コンニャクを販売する川里女性部

11月10日
第12回加須市
童謡のふる里
おおとね市民まつり

11月10日
川里フェスティバル

大利根

川　里

丹精に育てた農産物が並ぶ品評会

11月10日
第43回
加須地域
農業まつり

加　須

～各地区で秋のイベントを開催しました！
　　ご来場ありがとうございました～

2024食と農林業 
彩の国

ドリームフェスタ
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JAほくさい顧問弁護士
弁護士法人 長島法律事務所
弁護士  長島佑享氏

法
律
相
談

＆

Ａ

Ｑ

②
田
畑
の
相
続
は
兄
弟
で
共
有
可
能
？

― 
耕
作
放
棄
地
生
ま
ぬ
よ
う
慎
重
に

①
10
年
前
の
単
独
相
続
　
登
記
は
不
要
？

― 
過
料
回
避
へ
令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で
に
申
請

私
は
母
か
ら
自
宅
の
土
地
建

物
を
相
続
し
て
妻
子
と
共
に
居

住
し
て
い
ま
す
。
母
は
平
成
26

年
１
月
に
死
亡
し
ま
し
た
が
、

私
以
外
に
母
の
相
続
人
は
お
ら

ず
、
登
記
は
母
の
名
義
の
ま
ま

に
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
６
年

４
月
１
日
か
ら
相
続
登
記
の
申

請
が
義
務
化
さ
れ
た
と
聞
き
ま

し
た
が
、
義
務
化
の
前
の
相
続

で
あ
り
、
相
続
人
も
私
だ
け
な

の
で
、
放
っ
て
お
い
て
良
い
で

す
か
。

１
年
前
に
父
が
亡
く
な
り
ま

し
た
。
相
続
人
は
兄
の
私
A
と

妹
B
で
す
。
父
の
遺
産
は
A
B

の
実
家
で
あ
る
宅
地
、
建
物
、

田
畑
が
あ
り
ま
す
。
宅
地
と
建

物
は
売
却
で
き
ま
し
た
が
、
田

畑
は
買
い
手
が
つ
き
そ
う
に
あ

り
ま
せ
ん
。
Ａ
Ｂ
と
も
に
会
社

員
で
あ
り
、
農
業
の
経
験
は
な

く
農
機
具
も
使
え
ま
せ
ん
し
農

地
を
管
理
で
き
そ
う
に
は
あ
り

ま
せ
ん
。
と
り
あ
え
ず
田
畑
に

つ
い
て
は
Ａ
Ｂ
の
共
有
で
相
続

し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

農
地
の
所
有
権
を
移
転
す
る
に

は
原
則
と
し
て
農
業
委
員
会
の
許

可
が
必
要
で
す
が
（
農
地
法
３
条

１
項
）、
遺
産
分
割
に
よ
り
農
地

の
所
有
権
を
取
得
す
る
場
合
に
は

こ
の
許
可
は
不
要
で
す
（
同
項
12

号
）。
し
た
が
っ
て
、
A
B
は
耕

作
す
る
意
思
や
技
術
が
な
く
て
も

遺
産
分
割
協
議
に
よ
り
農
地
を
共

有
又
は
い
ず
れ
か
の
単
独
所
有
と

し
て
相
続
で
き
ま
す
。

な
お
、
一
旦
確
定
的
に
農
地
を

共
有
と
し
た
後
に
共
有
状
態
を
解

消
す
る
方
法
は
、共
有
物
分
割（
民

法
２
５
６
条
）、
持
分
の
売
買
、

贈
与
（
同
法
５
５
５
条
、
５
４
９

条
）
、
持
分
の
放
棄
（
同
法

２
５
５
条
）
等
が
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
、
共
有
物
分
割
や
持
分
の
売

買
、
贈
与
の
場
合
は
農
地
法
上
の

許
可
が
必
要
で
す
。
共
有
者
の
一

方
が
持
分
を
放
棄
す
る
場
合
に

は
、
農
地
法
上
の
許
可
は
不
要
と

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
各
々
の

場
合
の
税
や
登
記
手
続
に
つ
い
て

は
公
的
機
関
や
専
門
家
に
相
談
す

る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

令
和
５
年
４
月
27
日
か
ら
は
相

続
土
地
国
庫
帰
属
制
度
が
開
始

し
、
同
６
年
４
月
１
日
か
ら
相
続

登
記
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。
近

年
農
業
を
承
継
せ
ず
に
農
地
だ
け

を
相
続
す
る
人
も
増
え
て
い
ま

す
。
将
来
、
当
該
農
地
を
取
得
し

た
い
人
が
現
れ
て
も
譲
渡
人
が
共

有
で
あ
る
等
に
よ
り
売
却
が
困
難

な
ケ
ー
ス
も
あ
り
得
ま
す
。
耕
作

放
棄
地
を
増
や
さ
な
い
た
め
に

も
、
農
地
を
相
続
す
る
際
に
は
将

来
の
利
用
方
法
を
検
討
し
、
安
易

に
共
有
と
す
る
こ
と
は
避
け
た
方

が
良
い
で
し
ょ
う
。

①

②

①

②

令
和
６
年
４
月
１
日
施
行
の
不

動
産
登
記
法
の
改
正
で
、相
続（
遺

言
を
含
む
。）
に
よ
り
不
動
産
の

所
有
権
を
取
得
し
た
者
は
、
自
己

の
た
め
に
相
続
が
あ
っ
た
こ
と
を

知
り
、
か
つ
、
そ
の
不
動
産
の
所

有
権
を
取
得
し
た
こ
と
を
知
っ
た

日
か
ら
３
年
以
内
に
相
続
登
記
の

申
請
を
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
（
同
法
76
条
の
２
第
１
項
）、

正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
そ
の
申

請
を
怠
っ
た
と
き
は
10
万
円
以
下

の
過
料
の
適
用
対
象
と
な
り
ま
し

た
（
同
法
１
６
４
条
１
項
）。

こ
の
改
正
は
、
所
有
者
不
明
土

地
が
増
加
し
、
取
引
や
利
活
用
が

阻
害
さ
れ
た
り
、
土
地
が
管
理
さ

れ
ず
放
置
さ
れ
て
隣
地
に
悪
影
響

を
及
ぼ
し
た
り
す
る
な
ど
の
弊
害

が
生
じ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の

発
生
原
因
の
約
３
分
の
２
を
占
め

る
相
続
登
記
の
未
了
の
解
消
を
目

的
に
さ
れ
た
も
の
で
す
。そ
し
て
、

改
正
法
の
附
則
で
、
上
記
施
行
日

よ
り
前
に
開
始
し
た
相
続
に
よ
っ

て
不
動
産
を
取
得
し
た
場
合
も
、

令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で
（
た
だ

し
、
不
動
産
取
得
を
知
っ
た
日
が

令
和
６
年
４
月
以
降
の
場
合
は
そ

の
日
か
ら
３
年
以
内
）
の
相
続
登

記
申
請
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。あ

な
た
は
，
母
上
が
死
亡
さ
れ

た
平
成
26
年
１
月
に
は
相
続
の
開

始
と
自
宅
不
動
産
の
取
得
を
知
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
令
和
９

年
３
月
31
日
ま
で
に
相
続
登
記
の

申
請
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

他
に
相
続
人
が
い
な
か
っ
た
と
い

う
だ
け
で
は
過
料
の
適
用
対
象
外

と
さ
れ
る
「
正
当
な
理
由
」
に
当

た
る
と
は
い
い
に
く
い
で
し
ょ

う
。法

務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の

特
設
サ
イ
ト
「
不
動
産
を
相
続
し

た
ら
か
な
ら
ず
相
続
登
記
！
」
に

つ
い
て
も
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
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二重マスの文字を
Ａ〜Ｅの順に並べ
てできる言葉は何
でしょうか？

（出題）ニコリ

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
宝
船
の
絵
を
枕
の
下
に
入
れ
て
お

く
と
よ
い
も
の
が
見
ら
れ
る
と
か

❷
窓
を
開
け
て
取
り
込
み
ま
す

❸
カ
ー
ド
式
の
ホ
テ
ル
も
あ
り
ま
す

❺
中
東
の
国
の
ひ
と
つ
。
首
都
は
テ

ヘ
ラ
ン

❻
き
ね
と
臼
で
つ
く
も
の

❽
「
本
の
虫
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も

⓬
七
草
を
入
れ
て
炊
く
こ
と
も

⓭
初
詣
で
一
年
の
――

を
祈
っ
た

⓮
「
見
通
し
が
き
く
」
こ
と
を
願
っ

て
お
せ
ち
料
理
に
入
れ
ま
す

⓯
マ
ス
カ
ラ
を
付
け
る
と
こ
ろ

⓰
脊
椎
動
物
に
は
あ
り
ま
す

⓱
「
Ｒ
が
つ
か
な
い
月
に
は
食
べ
る

な
」
と
い
わ
れ
る
貝

⓳
耳
が
冷
え
な
い
よ
う
に
イ
ヤ
ー
―

―
を
つ
け
た

〈
応
募
の
方
法
〉

・�

ハ
ガ
キ
に
答
え
、
住
所
、
氏
名
、

年
令
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

〒
３
４
８
ー
８
５
１
３　
Ｊ
Ａ
ほ

く
さ
い
営
農
支
援
課
宛
送
付
（
住

所
の
記
入
は
不
要
で
す
）、
ま
た

は
各
支
店
・
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

窓
口
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ご
応

募
は
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
管
内
（
行
田

市
・
鴻
巣
市
川
里
地
区
・
羽
生

市
・
加
須
市
）
に
お
住
ま
い
の
方

に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・�

応
募
の
際
、
ご
意
見
、
本
誌
へ
の

ご
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
く
だ

さ
い
。
中
か
ら
「
ほ
く
さ
い
」
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

・�

締
切
は
令
和
７
年
１
月
末
日
到
着

分
ま
で
。

・�

正
解
者
に
は
抽
選
に
よ
り
賞
品
を

お
贈
り
し
ま
す
。

・�

令
和
６
年
10
月
１
日
よ
り
通
常
は

が
き
の
郵
便
料
金
が
85
円
と
な
り

ま
し
た
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
：
こ
の
応

募
用
紙
は
抽
選
と
商
品
発
送
お
よ
び

ご
意
見
掲
載
の
目
的
以
外
に
は
使
用

い
た
し
ま
せ
ん
）

〈
12
月
号
の
答
〉

　

セ
イ
カ
タ
イ

タ
テ
の
カ
ギ

❶
年
賀
状
を
コ
レ
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

に
切
り
替
え
る
人
も
増
え
ま
し
た

❹
サ
ト
イ
モ
の
親
芋
の
ま
わ
り
に
で

き
ま
す

❼
コ
ー
ト
な
ど
に
用
い
る
毛
織
物

❾
こ
こ
で
話
し
て
い
て
も
――

が
あ

か
な
い
か
ら
見
に
行
こ
う

❿
し
ん
し
ん
と
降
り
積
も
る
も
の

⓫
箱
根
駅
伝
は
10
――

、
計
２
１

７.

１
㎞
で
競
い
ま
す

⓭
さ
ん
ず
い
、
う
か
ん
む
り
な
ど

⓯
ほ
う
き
に
乗
っ
て
飛
べ
る
と
か

⓰
10
を
３
回
か
け
合
わ
せ
る
と

⓱
縁
起
を
か
つ
い
で
食
べ
る
受
験
生

も
い
ま
す

⓲
お
せ
ち
料
理
に
入
れ
る
紅
白
の
食

材
と
い
え
ば

⓴
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
は

――

の
王
様
で
す

㉑
可
燃
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
新
年
の
抱
負
は
決
め
ま
し
た
か
？
私
の
抱
負
は
第
一
に

「
健
康
」、
第
二
に
「
健
康
」、
第
三
に
「
健
康
」。

　
本
年
も
広
報
誌
「
ほ
く
さ
い
」
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
�

Ｒ
・
Ｎ

編
集
後
記

☆
11
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

の
当
選
者
は
次
の
８
名
で
す
。

記
念
品
を
お
贈
り
い
た
し
ま
す
。

☆
細
谷　

由
子
さ
ま
（
行
　
田
）

☆
安
藤　

惠
子
さ
ま
（
川
　
里
）

☆
甲
山　

良
子
さ
ま
（
羽
　
生
）

☆
川
田　

忠
夫
さ
ま
（
羽
　
生
）

☆
蛭
間　

泰
司
さ
ま
（
加
　
須
）

☆
髙
橋　

秀
夫
さ
ま
（
加
　
須
）

☆
杉
田　

愛
子
さ
ま
（
騎
　
西
）

☆
栗
原　
栄
子
さ
ま
　（
北
川
辺
）

�
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ＪＡほくさい
ホームページ

ＪＡ特選グルメ直行便頒布会からの

お得 なご案内！
人気の北海道・九州グルメを
 偶数月（年６回）お届けする頒布会
・職人こだわりの品やオリジナル商品が満載！
・旬のとれたてウニや活きた車海老！

お申込み
受付中‼

おうちで物産品を楽しみま
せんか？
贈り物にも最適です‼

全国の旬のおいしさを
毎月おとどけします。
　皆様に存分に満足していた
だける旬の品々をご用意いた
しました。
　旬の味覚が満喫できる月別
商品や贈り物に適した歳時商品、年間を通じて
味わえる通年商品までご希望にあわせてお選び
いただけます。

お申込み
受付中‼

お問合せお申込みは
ＪＡほくさい最寄りの支店・営農経済センターまでお願い致します。

2025

旬鮮倶楽部
ＪＡのこだわりセレクション

2025

グルメ直行便
ＪＡのグルメ直行便　北の旬・南の幸


